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研究成果の概要（和文）：

本研究は 1960 年代半ばに隆盛を極めた小劇場演劇のなかでも劇団状況劇場と演劇センター
６８／７１のメディア戦略と移動公演について、ポスターや機関紙の分析を通じてその詳細を
明らかにしようとするものである。本研究では両劇団の移動公演の実態調査とポスターや機関
紙の分析を合わせて行い、地方調査で得られた証言や収集した一次資料から当時の上演がどの
ような制作体制に支えられていたのか明らかにするとともに、マニフェストと調査結果の比較
を行った。

研究成果の概要（英文）：
Many experimental theatre troupes, known as Little Theatre or Angura (underground or avant-garde

theatre), emerged in the middle of the 1960s. Today, Little theatre is regarded as an important movement
in Japanese contemporary performing arts, but despite its importance, few approaches have been made
to clarify the actual situation of its performances. This research picks up two theatre groups: Jokyo
gekijou (Situation Theatre) and Engeki Centre 68/71 (Theatre Centre 68/71), and attempts to clarify its
media strategy and traveling theatre by way of analyzing posters and handbills. Posters were a very
important means by which Little Theatre. They conveyed performance company’s messages and
intentions. There are some studies featuring the designs of posters, but few have linked such designs to
the forms of performances. Therefore, this research attempts to correlate the designs of posters and
handbills with the structures of the stages or the places of performances.
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１．研究開始当初の背景

本研究が調査対象とする劇団状況劇場（以
下、状況劇場）と演劇センター68／71（以下、

演劇センター）とは 1960 年代半ばからはじ
まった小劇場運動の中核をになった演劇集団
である。両演劇集団を含むいくつかの劇団は
小劇場演劇またはアングラ演劇と呼ばれてい
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る。小劇場演劇は現在の日本演劇の礎となっ
たとされており、演劇史上重要な位置づけを
なされていながら、これまで学術研究の場で
積極的に論じられることは少なかった。また、
関係者の大半が存命であることから、過去の
上演に関連する資料を収集・保存することへ
の切迫感が起こりにくいこともあり、小劇場
演劇は神聖視される一方で、その実態はこれ
まで明らかにされてこなかったのである。よ
って、小劇場演劇を研究するにあたってはま
ずより多くの一次資料の収集が必要となる。
そして当事者や創作現場に関わった人物から
の聞き取り調査を行うことで、これまで曖昧
に語られてきた創作現場の実態を明らかにす
ることがもとめられる。

先行研究では状況劇場と演劇センターを含
め、小劇場演劇は次の三つの特徴が指摘され
てきた。三つの特徴とはひとつは先行芸術で
ある新劇が戯曲中心の演劇であったことを批
判し、俳優中心の「肉体の演劇」を展開した
ことであり、第二に前近代の芸能を取り入れ
たことである。そして学生運動や新左翼との
近接関係が第三の特徴である。こうした見方
において忘れられてきたことは、小劇場演劇
の多くが上演と平行してポスターや機関紙を
発行するなどの言語活動を活発に行っていた
ということである。三つの特徴のなかでも「肉
体の演劇」というイメージが先行することで、
言語活動はその重要性にも関わらず切り捨て
られてきたのである。では、なぜ小劇場演劇
は活発な言語活動を展開しながら上演を行っ
ていたのか、そして言葉が重要な役割をはた
していたにもかかわらず、作品が「肉体の演
劇」とされたのはなぜなのだろうか。小劇場
演劇が誕生して約半世紀が経った今日、当時
について再考する時期に差しかかっている。
よって、これまでの見方に頼らず、当時を知
る関係者からの聞き取り調査や上演関連資料
を収集し、上演に関する情報を今一度精査す
る必要がある。以上の問題意識のもと、小劇
場演劇に関する一次資料を広く収集し、検証
することを目的とした本研究を着想するに至
ったが、より具体的に調査を進めるべく、小
劇場演劇のなかでもテント公演という当時を
象徴する公演スタイルをとり、豊かな言語活
動を展開した状況劇場と演劇センターを取り
上げることとした。

２．研究の目的
本研究では上記の研究状況を背景として、

状況劇場と演劇センターの活動について移動
公演とメディア戦略というふたつの視点から
考察する。状況劇場は紅テント、演劇センタ
ーは黒テントという両劇団ともテントでの地
方巡業公演を行っていた。さらに、上演時に
はかならず巨大なポスターや機関紙を制作し
ていた。そこで本研究では両劇団の地方巡業

公演がどのような制作体制に支えられていた
のか、また両劇団がどのようなメディア戦略
を立てていたのか明らかにすることを目的と
する。まず、状況劇場については、当劇団が
1969 年に行った「紅テント・南下公演」を取
り上げ、両公演がどういった制作体制のもと
上演されていたのか調査する。演劇センター
については、1970 年に上演された『翼を燃や
す天使たちの舞踏』の大阪、名古屋公演と、
70 年代中旬に繰り返し上演された『喜劇昭和
の世界』の上演を取り上げる。本研究では以
上の公演を中心に調査を進め、両劇団の活動
をより具体的に把握することを目指す。また、
こうした調査と平行して作品分析も行い、作
中どのような身体表象が認められ、それらは
移動公演という上演スタイルやマニフェスト
の発行といった言語活動とはどのような関係
にあるのかも考察する。

３．研究の方法
本研究では次の三つの柱を立てて調査を進

めた。
（１）当事者からの聴き取り調査

唐十郎や佐藤信といった両劇団の制作の中
核を担った人物や、地方公演の際に現地の受
け手を担当した人物たちから聴き取り調査を
行う。
（２）上演場所等の実地調査

状況劇場の「紅テント・南下公演」と演劇
センターの『翼を燃やす天使たちの舞踏』そ
して『喜劇昭和の世界』で実際に訪れた地方
都市を訪問し、どのような環境下で上演が行
われたのか調査を行う。
（３）作品分析

調査対象としている作品の戯曲分析。また、
同時期の唐十郎、佐藤信作品についても分析
する。舞台写真やチラシ、プログラムなどの
上演関連資料の収集も平行して行い、複合的
な分析を目指す。

２年間の研究計画は下記の通り。
［2009 年度］

小劇場演劇全般についての基礎的な調査を
行い、本格的な調査のために関係者とコンタ
クトをとるなど事前準備を行う。また、状況
劇場と演劇センターについて本研究が焦点を
当てている 70 年代初頭以外の活動について
も資料を収集し、両劇団の活動の全容を把握
する。年度の後半から上演場所の実地調査と
当事者からの聴き取り調査を開始する。
［2010 年度］

前年度の基礎的な調査を経て、引き続き上
演場所の実地調査と当事者からの聴き取り調
査を行う。調査結果をまとめ、演劇博物館主
催の企画展を通して成果を発表する。

４．研究成果



［2009 年度］
2009 年度は基礎的な調査として海外調査

を２件、国内調査を１件行った。また、年度
の後半から実地調を開始し、名古屋、沖縄、
博多の 3 都市を訪問し、現地調査の他、関係
者からの聴き取り調査も行った。以下に調査
の概要と成果を記す。
（１）海外調査

まず日本の新劇および小劇場演劇と北欧演
劇との影響関係の調査として、舞踏や現代演
劇を中心に現在も活発な交流公演が行われて
いるフィンランドへ赴き、手がかりとなる資
料や情報の収集を目的に調査を行った。フィ
ンランド演劇博物館の展示から、1930 年代お
よび 70 年代のフィンランドと日本の演劇状
況には、上演レパートリーの点で重なる部分
があることがわかり、両者の接点を見出すこ
とができた。次にフランス・パリにて日本の
小劇場演劇が 1970 年代初頭に行った公演に
関して資料調査を行った。70 年代初頭から
80 年代にかけて、演劇センターや早稲田小劇
場や転形劇場がパリやフランス郊外でのフェ
スティバルにて上演しており、そうした活動
の軌跡がたどれる資料の有無を調べた。

（２）国内調査
①京都造形芸術大学主催の研究会「ダンスと
実験 vol.2 土方巽〜ことばと身体をめぐっ
て〜」へ参加し、舞踏家・土方罪に関する研
究発表を聴講した。土方は小劇場演劇に多大
なる影響を与えるとともに、本研究で課題と
している演劇人の言語活動と身体の接点を考
察する上でも本研究集会は有益であると考え
参加した次第である。当日は研究発表やシン
ポジウムの他、舞台映像の上映もあり、映像
を通して土方やそれに象徴される 1960〜70
年代の身体性のより具体的な検証に立ち会う
ことができた。
②演劇センターの巡業公演を調査すべく、巡
業公演を行った地方のひとつである岡崎市に
赴き、当時の制作担当者（劇団白髪小僧の主
催者・馬場利夫氏）からの聴き取り調査を行
った。当時どのような受け入れ態勢のもと、
上演を実現させたのか、特徴や問題点等を含
め伺った。馬場氏は状況劇場の受け入れにも
協力しており、両劇団の違いについても伺う
ことができた。
③沖縄・那覇市へ赴き、1975 年に演劇センタ
ーと那覇市との間で争議となった『喜劇昭和
の世界』上演不許可事件に関する情報の収集
と現地関係者からの聞き取り調査を行った。
公演予定地であった公演や、抗議デモを行っ
た国際通りを中心に現地調査を行った。
④福岡・博多にて演劇センターおよび状況劇
場の九州公演に関する情報収集を行った。福
岡では状況劇場の地方巡業に関係し、現在も
当劇団の創作に携わっている津田三郎氏から

聴き取り調査を行った。小倉では北九州芸術
劇場主催のシンポジウム「地域を耕す」に参
加。現在の地方演劇の現状をめぐる討論を聴
講し、70 年代のテント公演が現在の地域公共
劇場創設のどういった部分に影響を与えてい
るのか検証する上での貴重な情報を得ること
ができた。
（３）成果発表

2009 年度の調査については雑誌論文④、⑤
として発表した。④は演劇センターの活動方
針に言及したもので、当初立てていた方針と
調査で明らかになった地方の制作体制とを比
較した。合わせて『翼を燃やす天使たちの舞
踏』の戯曲構造を制作体制の実態に重ねて考
察した。⑤は海外調査を中心に進めた小劇場
演劇に関する基礎的な調査をまとめた論考で
ある。

［2010 年度］
2010 年度は、昨年に引き続き現地調査を行

うとともに、収集した上演関連資料の考証作
業を中心に行い、最終的に成果は演劇博物館
主催の企画展を通して発表した。
（１）海外調査

アメリカ・イリノイ大学を訪問し、同大学
所属のデイヴィッド・グッドマン教授に面会
した。グッドマン教授は演劇センターの初期
メンバーであると同時に、日本現代演劇研究
者として唐十郎作品の英訳も手がけている方
である。訪問期間中はグッドマン氏から二度
の聞き取り調査に御協力いただく他、所蔵資
料をご紹介いただき、移動公演というスタイ
ルに対する見解や、劇団の制作体制について
の証言を得ることができた。

（２）国内調査
①沖縄にて 7 月 17 日～25 日にかけて開催さ
れた「2010 年国際児童・青少年演劇フェステ
ィバルおきなわ」に参加し、演劇センターの
立ち上げメンバーである佐藤信および加藤直
の新作舞台とその創作に立ち会った。また、
フェスティバルの会期中にはふたつの国際シ
ンポジウム（「平和構築のための児童・青少年
演劇の可能性」、「アジアのアーティストネッ
トワークの構築と活動拠点の形成」）が開催さ
れた。このシンポジウムには演劇センターが
交流をもっていたフィリピンの演劇集団
PETA のメンバーが参加しており、両者の交
流について話を伺うことができた。
②大阪の劇団犯罪友の会主宰の武田一度氏に
面会し、演劇センターと状況劇場のテント興
行が大阪を中心とする関西圏の演劇にどのよ
うな影響を与えたのか伺った。関西圏の演劇
にとって特に状況劇場の影響は大きく、唐十
郎の演出方法や劇作を継承しようとする劇団
もいたが、唐たち関東の移動演劇集団との決
定的な違いは劇場機構にある。関東は全国を



移動するためにテントが主流であるが、関西
の野外演劇は移動せず、一カ所に大掛かりな
仮設劇場を建てる。両者の違いの原因はそれ
ぞれの公有地をめぐる状況が異なることが大
きいが、武田によれば、状況劇場のような先
行世代とは違う表現をもとめた結果このよう
な上演スタイルになったとのことである。

（３）成果発表
 二年間の調査で得られた資料や証言は①〜
③の論文と、イギリスにて開催された国際学
会にて調査の一部を報告し、海外の研究者に
対しても成果を発信することができた。さら
に、計画当初から予定していた演劇博物館に
おける企画展示「広場をつくる・広場を動か
す～日本の仮設劇場の半世紀展」を通じて広
く社会に向けて成果を発表することができた。
本展示では関係者からの聴き取り調査や、調
査の過程で収集した舞台写真等を図録として
まとめた。展示および図録では、状況劇場、
演劇センターだけでなく、地方公演の制作を
支えた未知座小劇場や劇団白髪小僧、劇団犯
罪友の会等合計 8劇団を取り上げた。こうし
た劇団を大々的に取り上げ、制作体制だけで
なく、劇場機構についても証言や写真、図面
等の資料を通じて明らかにする試みはこれま
でなかったため、大きな反響を得ることがで
きた。演劇センターおよび劇団状況劇場の移
動公演については、これまで両劇団がどのよ
うな理念の下で上演活動を行っていたのかは
知られていたものの、実際の制作現場の状況
がどうであったのかは明らかにされてこなか
った。本研究ではそうしたこれまで明らかに
されてこなかった制作現場の実体を聞き取り
調査から明らかにした点に意義が認められ、
広く社会に対して研究結果を発信することに
よって、60 年代以降の日本の現代演劇研究の
促進に貢献できたと言える。今後は本研究の
調査で得られた資料を用いて状況劇場と演劇
センターの作品分析を進めていきたい。また、
地方公演に携わり、両劇団の後続の世代とし
て多大なる影響下のもと活動を展開していた
劇団については、両劇団以上に研究がなされ
ていない状況にある。とりわけ、そのほとん
どの上演台本の有無が確認できていないため、
作品分析が難しい。今後の調査ではこうした
後続の世代についても上演台本を含めた一次
資料をより多く収集し、状況劇場と演劇セン
ターの存在が作品創作にどのような影響を与
えたのか検証したい。
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